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教育事業を展開するヒューマンアカデミー株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役：川上 輝之、以下

「当社」）が運営するヒューマンアカデミー日本語学校 以下「当校」は、日本国内外で活用されているオリジナル教材

のプロバイダーとして、数々の教材を提供してきました。この度、「つなぐにほんご 初級１、初級２」、「1日 10分初級

からはじめる読解 120」、「つなぐにほんご 初級 教師用 マニュアル」などに続く、「つなぐ日本語シリーズ」の 9冊目とし

て、「人と社会をつなぐ日本語 中級」を発刊しました。本書は、初級の学習を終えて、今後日本に定着する外国人

人材と日本人との間に発生するかもしれないコミュニケ―ジョンギャップやカルチャーギャップを埋め、学習者自身が所属

するコミュニティーの一員である「市民（シティズン）」として活動ができるようになることを目的に作成しました。 

 

【本件のポイント】 

●「人と社会をつなぐ日本語 中級」では、日本社会に定着し、活躍できる人材を育成するために、社会的な活動

をしながら、日本語のコミュニケーション力、社会人基礎力、社会人技術力を身に付けます。 

●学習者が主体となって、互いの考えを伝え合って、自立的、自律的に学習を進めます。 

●学習目標は CEFR,「日本語教育の参照枠」の A２レベルの学習者が、B1 レベルの日本語力を習得します。 

 

 

 

 

ヒューマンアカデミー日本語学校 新刊リリース 

中級学習者向け『人と社会をつなぐ日本語 中級』を発刊 

～「つなぐ日本語シリーズ」9冊目～ 
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【発刊の背景】 

当校は、外国人を対象とした日本語教育機関として 36 年にわたり、日本の大学や大学院、専門学校といった高

等教育機関への進学や日本での就労を目指す留学生を支援しています。また、日本が抱える人材不足という課題に

対し、日本社会が求める人材の招聘、育成、輩出という役割を果たすべく、日々多くの留学生の方々や在留している

外国籍の方々に日本語教育を提供しています。  

日本在留において直面する課題を想定し、「日本社会へスムーズに参加し、日本語を使ってどのようなコミュニケー

ションができるのか、どのような社会活動ができるのか、どのような人間関係を作っていくことができるのか」に対応した教

材の開発が急務と考えました。この教材は学習者のできる力「プロフィシエンシー」を育てることを目標とし、「できる」力

を活かして広く社会で活動できる人材、グローバル人材を育成することをゴールとしています。そのため、日本語教師か

らの一方通行の教える授業ではなく、学習者が自ら考え、仲間と働きかけ合う学習者同士の協働学習によって授業

を進めます。  

ヒューマンアカデミー日本語学校：https://hajl.athuman.com/ 
 

【人と社会をつなぐ日本語 中級の特徴】 

CEFR（※注１）および「日本語教育の参照枠」（※注２）の考えに基づき、できること「Can-do」を指標として、

言語活動をする中で学習を進めていきます。本書は、CEFR の A２レベルの学習者（「基礎段階の言語使用者」）

が、B1 レベル「自立した言語使用者」になることを目指します。 
 

初級の日本語学習は、主として口頭による場面会話を通して学習します。しかし、実際の社会的活動では文字に

よる情報の取得、分析、伝達、意見交換を行う力が必要になるため、中級では、読む力をつけること、書く力をつける

こと、そして、説明する力、意見交換する力、発表する力をつけることが大きな学習課題です。 
 

学習の進め方 

① 学習者自身が将来社会人として活動するためにどのような日本語力を習得する必要があるのかを考え、自分

の学習目標設定をすることからスタート 

② 社会的活動をする際に必要な著作権についても学んだうえで、社会人として必要なトピックについて課題遂行

型の学習活動を始めます。 
 

 『つなぐにほんご』シリーズは、学習者が日本語というツールを使うことで、その先の進学・就職といった場面で自分ら

しく生きることを学ぶための礎となるようにという気持ちを込めて執筆されています。  
 

※注１…「外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of 

Reference for Languages: Learning, teaching, assessment）」  

※注２…「日本語教育の参照枠」：CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）を参考に、日本語の習得段階に応じて求

められる日本語教育の内容・方法を明らかにし、外国人等が適切な日本語教育を継続的に受けられるようにするため、日

本語教育に関わる全ての者が参照できる日本語学習、教授、評価のための枠組み（文化庁 日本語教育の概要より） 
 

【書籍概要】 

■書籍名：『人と社会をつなぐ日本語 中級』 

■著者：ヒューマンアカデミー日本語学校 教育顧問 辻 和子 、教務副主任 小座間 亜依 

■定価：2,400円（税別） 

■発行所：アスク出版 

 

 

 

https://hajl.athuman.com/


■取材・本件に関するお問い合わせ■ ヒューマンアカデミー株式会社 担当 原 千恵 

E-mail：ha_info@athuman.com 

■ヒューマングループに関するお問い合わせ■ ヒューマングループ 広報担当 平、若林 

E-mail：kouhou@athuman.com 

 

■アスク出版について https://www.ask-books.com/ 

 株式会社アスク出版は 2008 年 1 月設立。主に英語、中国語、韓国語、日本語などの語学書の語学テキスト・問題

集・実用書等の出版および販売や販実用・教育用ビデオなどの企画・制作・販売を行っている。 

 

 

■ヒューマンアカデミーについて（https://manabu.athuman.com/） 

ヒューマンアカデミーは、学びの面白さを提供する「Edutainment Company」とし

て、1985 年の創設以来、時代や社会の変化にあわせながら 800以上の講座を編

成しました。未就学児童から中高生・大学生・社会人・シニア層とあらゆるライフステー

ジにおける STEAM教育やリスキリング、学び直しの支援を行っています。 

さらに、独自の「ヒューマンアカデミーGIGAスクール構想」を推進し、学習支援プラットフ

ォーム「assist」を開発。SELFing サポートカウンセラーと講師が、個別に学習目的や目標にあわせた進捗管理や相談など

の学習サポートをします。私たちは、常に最先端の教育手法やテクノロジーを取り入れ、学びの喜びを追求し、最高水準の

教育サービスを提供していきます。 

ヒューマンアカデミー日本語学校：https://hajl.athuman.com/ 

 

■ヒューマングループについて 

ヒューマングループは、教育事業を中核に、人材、介護、保育、美容、スポーツ、IT と多岐にわたる事業を展開しています。

1985 年の創業以来「為世為人（いせいいじん）」を経営理念に掲げ、各事業の強みを生かし、連携しながらシナジーを

最大限に発揮する独自のビジネスモデルにより、国内 320拠点以上、海外 5カ国 6法人のネットワークでお客様に質の高

いサービスを提供しています。 

 

ヒューマンホールディングスは、 

日本リスキリングコンソーシアムの後援パートナーです。 

●ヒューマンホールディングスWEBサイト：https://www.athuman.com/ 

 

 

ヒューマンアカデミー株式会社概要 

●代表者：代表取締役 川上 輝之 ●所在地：東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 1階 

●設立：2010年 4月 ●資本金：1,000万円 ●URL：https://manabu.athuman.com/ 
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